
国会議員になり約２年、地方自治の問題を

中心に取り組んできた。所属する民主党では

分権調査会事務局長を務める。

が、「実は学生時代は、政治とか行政とか

公務員とか、イデオロギー的なものも含め大

嫌い。考えたくもなかったですね」。経歴は

行政・政治まっしぐらなのだが。

1983年に北海道大学薬学部を卒業し、北海

道のニセコ町職員、94年には35歳にしてニセ

コ町長、05年に衆議院選挙に初当選。

中学の頃から研究者になるのを夢見てい

た。薬学部へ進んだのは「当時、分子生物学や

免疫がトレンドであったこと」や「化学を学ん

だことがないなぁ」という気持ちからだった。

ロックと酒の大学生活で、卒論テーマは

「真性粘菌」。これは動植物の原型といわれる

生物。その生体リズムを調べ「生命の本質」

を探っていた。大学院に進学しようと思った

矢先、家の事情で地元のニセコに戻らなけれ

ばならなくなった。

悩んだ末、公務員になる。「最もなりたく

ない職業に就いてしまって、僕にはもう暗黒

の世界」。沈滞した職場の雰囲気にもがっか

りした。薬剤師資格は就職した後に取得した

が、特に目的があったわけではなかった。

５年後、転機が訪れる。88年から89年にか

けて竹下内閣が行った「ふるさと創生事業」。

地域興しのため全国の市区町村に１億円を交

付した。純金の像や日本一の滑り台など、よ

く分からないものに使われるケースもあり、

無駄遣いとの指摘もあった政策だ。

逢坂さんは考えた。「何に使った」が宣伝

されているが、使い方をどう決めたかが重要

ではないか。「有効に使えたところと、そう

でないところがある。それは職員の資質や首

長のセンス、能力で大きく違ってくる」

公務員観が変わっていった。「中央がクリエ

イティブな仕事をしろといっても中央集権で

はできない。地方分権は大事だと思いはじめ

て、公務員の仕事に力が入りはじめたんです」

見えてくるものがあった。将来、財政が厳

しい時代になれば、きちんとした政策決定を

しなければならなくなる。そのためには情報

公開。職員の政策能力を高めていかなければ

ならない。この思いは今も変わらない。

94年、「思い余って」ニセコ町長選に立候

補。支援基盤、選挙資金、人脈も乏しい中で

現職を破った。11年近く務めた。

そんな中、疑問が湧く。国は地方自治体の

ニーズと異なる方向で政策を行っている。例

えば介護保険制度。地域事情に合わない。

「これはおかしいぞ」。05年、再び「思い余っ

て」衆議院議員に立候補した。思い描いてい

た道はそれたが、その道が本線となった。

「辛いと思ったことはないけど、楽しいな

どとも思ったことはない。ある種、突き動か

されるエネルギーに従ってやってきた」

今、そんなエネルギーを持つことが難しい

閉塞感漂う時代だ。

「今の学生は打たれ弱いな！自分の思った

ようにならないことはあるだろうけど、まず

精一杯頑張ること。そこに思いもしない、今

まで見えなかったものが見えてくるはず。20

代前半を大事にというより、精一杯生きてほ

しい」
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通された部屋の奥で、張りつめた感じで男

たちが話し合っていた。終わると「いやぁ、

お待たせしました」と笑顔。その人が、衆議

院議員の逢坂誠二さんだった。地方財政問題

を総務省の官僚と話し合っていたのだとい

う。

薬剤師なのに、厚生行政には取り組まない

のですかと尋ねると、「地方の問題って、教

育、福祉、防災など国民に身近なものが多い

んです」と、その重要性を一気に説明した。

「まず精一杯頑張る」 
そして「精一杯生きる」 
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